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防災ワークブックとは 

 

 

◆はじめに 

阪神大震災、新潟県中越地震、そして東日本大震災と、日本ではこれまで様々な地震災

害を経験してきました。首都直下地震の危険性も高まり、いつどこで大規模な地震が発生す

るのか予測できない今、人々の防災力の向上が求められています。大地震が発生した際で

も、その被害を最小限に抑えるために、日常の備えや対策をすることが必要なのです。 

現在は各学校でも防災教育が進んでいますが、家の中の防災対策等は、家庭で実施す

ることで初めて意味を成すものであり、学校だけではなく家庭でも防災について学ぶことが

求められています。 

「家族といっしょに防災ワークブック」は、防災に対する意識を早期から根付かせ、特に家

庭内の防災について家族で考え、実践に結びつけるためのワークブックです。 

突然起こる災害にむけて突然起こる災害にむけて突然起こる災害にむけて突然起こる災害にむけて    

早期から防災について考えよう！早期から防災について考えよう！早期から防災について考えよう！早期から防災について考えよう！ 
 

 

◆活用場面 

本書は家庭内で取り組むことを基本としています。 

お子さんの夏休みの自由研究として、学校で防災学習をした後に、防災の日になど、 

   様々な機会が考えられます。 

   必ずお子さんの作業を見てあげられるときに取り組むようにしましょう。 

 

 

◆内容 

本書は、以下の２冊で構成されています。 

① 家族といっしょに防災ワークブック―小学校高学年― 

→お子さんを中心に、家族で話し合いながら取り組んでいきます。 

小学校高学年を対象とした防災に関するワークが１４こ組み込まれています。 

② 家族といっしょに防災ワークブック―解答・解説―（本書） 

→①のワークに対する解答・解説です。 

保護者の方のみが使用します。 

 

 



◆使い方 

  本書である「家族といっしょに防災ワークブック―解答・解説―」は、お子さんがワーク

ブックを進める中で、分からないところや答え合わせをする際、保護者の方が使用するも

のです。また、家族で話し合うべきワークに取り組む際にも参考にし、お子さんへのアドバ

イスをするのにも活用してください。ワークブック終了後には、実際の防災対策に取り組み

為にも使用可能です。 

 

              ※パソコンから出力する場合、両面印刷を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

—小学校高学年——小学校高学年——小学校高学年——小学校高学年—    

—解答・解説—解答・解説—解答・解説—解答・解説————    

ワークごとに、対応

しています。保護者の

方は、答え合わせや手

助け、補足に使用して

ください。 

ポイントポイントポイントポイント    

全てのワークに取

り組む必要はありま

せん。必要に応じてテ

ーマを選択して取り

組みましょう。 



わた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答・解説 

「こんなときに使える！非常持ち出し品！」 

各家庭でいざという時に備える「非常持ち出

し品」（避難時に持ち出すべき最低限の備え）

についてのワークです。 

P.P.P.P.３－４３－４３－４３－４    

ワークワークワークワーク①①①① 

 Ａ～Ｏの非常持ち出し品の中から、各問題

の解決に使用できるものを選びます。１つの

ものを何度使っても構いません。 

 これらの問題は、実際に災害時とても

多く見られるトラブルです。 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ｇ 

Ｍ 

携帯ラジオ携帯ラジオ携帯ラジオ携帯ラジオ 
電池式のラジオで情報収集を行う。 
懐中電灯懐中電灯懐中電灯懐中電灯 
電池式の灯りは必ず必要。 
ローソク・ライターローソク・ライターローソク・ライターローソク・ライター 
長時間使えるローソクで辺りを照らす。 

Ｆ 

Ｊ 

カンパンカンパンカンパンカンパン 
調理せず食べることのできるもの。 
水水水水 
飲み水として。 

Ｅ 

Ｎ 

 

新聞紙新聞紙新聞紙新聞紙 
服の中に入れて防寒対策に。 
タオルタオルタオルタオル 
汗を拭いたり、首に巻いて防寒対策したり。 

ガムテープガムテープガムテープガムテープ 
メモ代わりに、家の外などに伝言を貼る。 
筆記用具筆記用具筆記用具筆記用具 
伝言を書いたり、情報をメモしたり。 
現金（１０・１００円玉）現金（１０・１００円玉）現金（１０・１００円玉）現金（１０・１００円玉） 
公衆電話用。 

Ｂ 

Ｈ 

Ｊ 

Ｊ 

Ｎ 

Ｏ 

水水水水 
消火器の代わりに火を消す。 
タオルタオルタオルタオル 
水で湿らせたタオルで消火する。 
ポリ袋ポリ袋ポリ袋ポリ袋 
水を運んで消火する。 

 
    

ポイントポイントポイントポイント    

 

答えは１つではありません。工夫次第

で様々なものの使い方があるでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭にある「非常持ち出し品」をチェックし、

実際の非常袋をつくっていくワークです。家族

用と子供用をつくります。 

P.P.P.P.５－６５－６５－６５－６    

ワーク②③ワーク②③ワーク②③ワーク②③ 

解説 

「非常時持ち出し品をチェックしてみよう」 

「わたしの非常袋」 

 

 家族の人数に合わせて、各非常持ち出し

品の必要数量を記入してください。 
 なるべくかさ張らない様にすることが大切な

為、１人につき１個ではなく、家族でいくつ程

度必要なのかを考えることが大切です。 

 お子さんに必要なものを書いていき

ます。ゲーム機やお菓子に偏らない

様に注意しながら、一緒に考えていっ

てください。また、子ども自身が使用

可能なものを選ぶ様にします。 

 



ワークの中では基本的な生活に必要なものについて挙げていますが、その他にも必需 
品や貴重品など、各家庭の事情によって用意すべきものが変わってきます。以下の表も保 
護者の方が確認し、必要であれば用意しておきましょう。 
 

 
 
 
 

 

 

 

  

高齢者のいる家庭高齢者のいる家庭高齢者のいる家庭高齢者のいる家庭    

 
高齢者手帳 

 
おむつ 

 
着替え 

 
常備薬 

 
予備メガネ 

 
介護用品 

女性のいる家庭女性のいる家庭女性のいる家庭女性のいる家庭    

 
生理用品 

 
ホイッスル付きライト 

 
鏡 

 
ブラシ 

 
化粧品 

 
おりものシート 

赤ちゃんのいる家庭赤ちゃんのいる家庭赤ちゃんのいる家庭赤ちゃんのいる家庭    

 粉ミルク  ガーゼ 

 
ほ乳瓶  紙おむつ 

 
離乳食  母子手帳 

 
スプーン  おもちゃ 

 
洗浄綿  着替え 

 
バスタオル  ベビーカー 

必需品・貴重品必需品・貴重品必需品・貴重品必需品・貴重品    

 
現金 

 
車や家の予備鍵 

 
予備メガネ・コンタクトレンズ等 

 
携帯電話 

 預金通帳（コピーや番号の控えなども可。） 

 
健康保険証 

 
運転免許証 

 
パスポート・外国人登録証等 

 
印鑑 

 
証書類 

 
住民票 

 

    

ポイントポイントポイントポイント    

 
非常持ち出し

品は１つの袋に

まとめ、いざとい

う時素早く持ち

出せるところに

置きましょう。 

また、一緒に

「履物」と「ヘル

メット・防災ずき

ん」も備えておき

ましょう。 

ほにゅうびん 

コピーや番号の控えも可。 

身分証明ともなる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「備蓄品」とは、災害時、避難した後で少し余裕がでてから安全を確認して自宅へ戻り、避難所へ持ち

出したり、または自宅で避難生活を送る上で必要なもののことです。 

右頁のリストは、基本的にどの家庭でも必要な備蓄品と、家庭の人数に合わせた数量を示したもので

す。このリストを参考に備蓄品について考えていきます。１日の生活行動を挙げていき、それらの行動に

必要なものについて書いていくと、答えを導きやすいです。（例：洗顔→水、石鹸、タオル）これらの品目は

基本的な備蓄品の一部であり、家庭によって他にも様々な備蓄品が考えられることを忘れないでください。

また、このリストを使用して実際に備蓄品を集めておきましょう。持ち出しやすい容器にまとめて常備して

おくと良いです。 

    

解答・解説 

「わたしたちの生活に必要なもの」 

各家庭の「備蓄品」について考えるワークで

す。救援物資が届くまでの期間、自力で生活し

ていくために必要なものを確認していきます。 

P.P.P.P.７－８７－８７－８７－８    

ワーク④ワーク④ワーク④ワーク④ 

左の表から考えられた備蓄品について、

家族全員で必要となる数量についても考え

てみると良いでしょう。    

中には家族で１つしか必要でないものも

あります。右頁のリストを確認し、アドバイス

してあげてください。 

特にライフライン（電気・水道・ガス）が停

止してしまう場合のことを考える様にアドバ

イスしてください。エレベーターの停止や、

冷暖房の停止などがあります。 



重要度重要度重要度重要度 
◎…必需品◎…必需品◎…必需品◎…必需品 
○…備えて○…備えて○…備えて○…備えて 

おきたいおきたいおきたいおきたい品品品品 
△…あると便利△…あると便利△…あると便利△…あると便利 

    

 

 
 

 

 

 

 

 

チェックチェックチェックチェック    重要度重要度重要度重要度    品目品目品目品目    

数量（１日分）数量（１日分）数量（１日分）数量（１日分）    

２人２人２人２人    ３人３人３人３人    ４人４人４人４人    ５人５人５人５人    

 
◎ 

飲料水飲料水飲料水飲料水 ６ℓ ９ℓ １２ℓ １５ℓ 

 非常用給水袋非常用給水袋非常用給水袋非常用給水袋 ２枚 ２枚 ３枚 ３枚 

 

◎ 

アルファ米アルファ米アルファ米アルファ米 ２個 ３個 ４個 ５個 

 カンパンカンパンカンパンカンパン ２個 ３個 ４個 ５個 

 パン缶パン缶パン缶パン缶 ２個 ３個 ４個 ５個 

 インスタントラーメンインスタントラーメンインスタントラーメンインスタントラーメン ２個 ３個 ４個 ５個 

 缶詰類缶詰類缶詰類缶詰類 １個 ２個 ２個 ３個 

 レトルト食品レトルト食品レトルト食品レトルト食品 ２個 ３個 ４個 ５個 

 切り餅切り餅切り餅切り餅 ２個 ３個 ４個 ５個 

 スープスープスープスープ ２個 ３個 ４個 ５個 

 味噌汁味噌汁味噌汁味噌汁 ２杯 ３杯 ４杯 ５杯 

 菓子類菓子類菓子類菓子類 適量 適量 適量 適量 

 塩塩塩塩 適量 適量 適量 適量 

 

○ 

上着上着上着上着 

  下着下着下着下着 

 靴下靴下靴下靴下 

 

○ 

タオルタオルタオルタオル ４枚 ５枚 ６枚 １０枚 

 バスタオルバスタオルバスタオルバスタオル ２枚 ３枚 ４枚 ５枚 

 毛布毛布毛布毛布 ２枚 ３枚 ４枚 ５枚 

 雨具雨具雨具雨具 ２個 ３個 ４個 ５個 

 

◎ 

予備電池予備電池予備電池予備電池 適量 適量 適量 適量 

 卓上コンロ卓上コンロ卓上コンロ卓上コンロ １台 １台 １台 １台 

 ガスボンベガスボンベガスボンベガスボンベ 適量 適量 適量 適量 

 固形燃料固形燃料固形燃料固形燃料 適量 適量 適量 適量 

 鍋鍋鍋鍋 １個 １個 １個 １個 

 ラップラップラップラップ １個 １個 １個 １個 

 アルミホイルアルミホイルアルミホイルアルミホイル １個 １個 １個 １個 

 

○ 

やかんやかんやかんやかん １個 １個 １個 １個 

 皿（紙・ステンレス）皿（紙・ステンレス）皿（紙・ステンレス）皿（紙・ステンレス） 適量 適量 適量 適量 

 わりばしわりばしわりばしわりばし 適量 適量 適量 適量 

 フォーク・スプーンフォーク・スプーンフォーク・スプーンフォーク・スプーン 適量 適量 適量 適量 

 

△ 

歯ブラシ歯ブラシ歯ブラシ歯ブラシ ２個 ３個 ４個 ５個 

 石鹸石鹸石鹸石鹸 １個 １個 ２個 ２個 

 ドライシャンプードライシャンプードライシャンプードライシャンプー １個 １個 １個 １個 

 新聞紙新聞紙新聞紙新聞紙 ２部 ２部 ３部 ３部 

 使い捨てカイロ使い捨てカイロ使い捨てカイロ使い捨てカイロ 適量 適量 適量 適量 

 安全ピン安全ピン安全ピン安全ピン 適量 適量 適量 適量 

 △ 備蓄品リスト備蓄品リスト備蓄品リスト備蓄品リスト ２枚 ２枚 ２枚 ２枚 

食料品 

各家庭の好み

に合わせたも

の・食感や調

理法、温度の

異なるものな

ど、様々な種

類の非常食を

組み合わせて

用意しておき

ましょう。 

衣服 

季節・個々の

状況により必

要なもの、数

量を判断。 

ラップ・アルミ

ホイル 

皿の上に敷い

て用いると、食

器を洗わずに

済む他、水の

節約にもなる。 

飲料水  

１人１日３ℓ。 

２ℓのペットボト

ル６本入りの

箱で購入し、

蓄える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解答・解説 

「家族の安全を守ろう！」 

家の中に潜んでいる危険個所について考え

るワークです。危険個所を発見し、その対処法

について考えます。 

P.P.P.P.９－１０９－１０９－１０９－１０    

ワーク⑤ワーク⑤ワーク⑤ワーク⑤ 

 

ソファ周辺（例）ソファ周辺（例）ソファ周辺（例）ソファ周辺（例）    

危険              対策 

額縁が落下してしまうと、  落下しそうな額縁は 

頭部が危険である。     掛けない、または壁 

に直接固定する。 

 

窓周辺窓周辺窓周辺窓周辺    

危険             対策 

ガラスが割れ、飛び散ってし ガラスに飛散防止フィルム 

まうと危険。           を貼る。飛散時のためには 

                   座布団やスリッパを用意。 

 

テレビ周辺テレビ周辺テレビ周辺テレビ周辺    

危険                       対策 

固定されていないと、落下したり飛んだ  床や壁に固定したテレビ台とテレビを 

りしてしまい危険。               直接ネジ止めする他、壁にヒートンを 

                           取り付けてロープで固定する。耐震粘 

着ラバーシートも可。 



 

  

 

出口周辺出口周辺出口周辺出口周辺    

危険                   対策 

 タンスが転倒し、ドアをふさいでしまう可  Ｌ字金属や、ストッパー式の固定具で固 

能性があり危険。逃げ道は必ず確保しな  定しておく。又は確実に避難できる様、 

くてはならない。                            出入口付近には大き 

なタンス等は置かない。 

 

ベッド周辺ベッド周辺ベッド周辺ベッド周辺    

危険                     対策 

 就寝時にタンス等が転倒、中身が出て  寝具はタンスなどの家具の側方に置く 

くると潰されてしまう可能性があり、危険。 こと。また、家具の高さ以上に十分に距 

離をとった場所に配置すること。転倒防 

止のためにあ、Ｌ字金属やストッパー式 

の固定具が有効。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなところに注目していきましょう！こんなところに注目していきましょう！こんなところに注目していきましょう！こんなところに注目していきましょう！    

寝る場所の工夫 

家具が転倒・移動しても影響がない位置に寝る場所を確保する。 
 

家具の配置の工夫 

寝る場所や出入り口に近い場所にタンス・家具を置かない。 
方向を変える。 

 

収納方法の工夫 

重いものは、家具の下の方に収納する。 
家具の上に重いものを置かない。 

 

家具の固定 

各種固定器具で固定する（Ｌ型金物、ポール式、チェーン等による）。 
家具の下にストッパーやマットを入れて補強するほか、 

壁への家具固定と家具の上下連結の併用等、２つ以上の補強を行うと効果的。 
 

ガラスの飛散防止 

食器棚や本箱などに飛散防止フィルムを貼り付ける。 
 

扉開放防止器具 

食器棚や本箱などに扉開放防止器具を貼り付ける。 
 

 

解説 

「部屋の防災力を調べよう！」 

ワーク⑤を参考に、各部屋の具体的な危険

個所について考えていきます。実際の自宅内

を回りながら危険を肌で感じ、確認していくこと

が大切です。 

P.P.P.P.11111111－－－－12121212    

ワーク⑥ワーク⑥ワーク⑥ワーク⑥ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここここんなものも役立ちます！んなものも役立ちます！んなものも役立ちます！んなものも役立ちます！    

 

 

 

 

 

 

 

 
 

解説 

「家族と連絡をとろう！」 

ＮＴＴ伝言ダイヤルサービスを、いざという時

焦らず使うことが出来る様体験しておくワーク

です。必ず体験日を決め、家族みんなで挑戦し

てみてください。 

P.P.P.P.１３１３１３１３    

ワーク⑦ワーク⑦ワーク⑦ワーク⑦ 

携帯電話の「災害用伝言板」 

【ＮＴＴドコモ】http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi 

【ａｕ】http://dengon.ezweb.ne.jp/ 

【ＳｏｆｔＢａｎｋ】http://dengon.softbank.ne.jp/ 

【ＷＩＬＬＣＯＭ】http://dengon.clubh.ne.jp 

                  http://dengon.willcom-inc.com 

【イー・モバイル】http://dengon.emnet.ne.jp 

ＮＴＴドコモ、ａｕ、ＳｏｆｔＢａｎｋ、ＷＩＬＬ

ＣＯＭ、イー・モバイルでは災害時、

「災害用伝言板」を使用することがで

き、自らの安否やコメントを登録する

ことができます。登録された伝言は、

インターネット接続が可能なパソコン

や他社の携帯電話・ＰＨＳからも下記

ＵＲＬから参照することができます。家

族でどこの掲示板を使用するか決め

ておき、ブックマークに入れておくと良

いです。 

 

必ず体験日を決めておきましょう。 



 

 

 

 

 

 

各項目が以下の様な意味を含んでいます。それを考慮して家族で考えてみましょう。各項目が以下の様な意味を含んでいます。それを考慮して家族で考えてみましょう。各項目が以下の様な意味を含んでいます。それを考慮して家族で考えてみましょう。各項目が以下の様な意味を含んでいます。それを考慮して家族で考えてみましょう。    

 

 

     家族が普段どこで何をしているのか知っておくことは、とても重要なことです。いざという時、家族

の状況が把握し易い他、連絡が取り易くもなります。毎日出かける前に言っておくクセを付けたり、

ホワイトボードに１日の予定を書くなどして、いつも把握しておく様にしましょう。 
 

 

     家族の１人だけでも家にいるだけで、災害時全員の連絡が取り易くなります。 
 

 

     徒歩で帰るのが難しい場合、災害時には帰宅困難者となってしまう可能性が高いです。２日間以

上帰ることができない場合が多い為、事前に帰り方を調べたり、対策グッズを持ち運ぶ様にしておき

ましょう。また、家族が帰ってくることの出来ない場合のことも話し合い、考えておくようにしましょう。

少しの心構えをしておくだけでも、とても意味のある大切なことです。 
 

 

 

     保護者が帰宅できない場合、近所に子どもが頼りにできる人がいることが大切です。親戚でも友

人でも、誰でも問題はありません。その人を決め、相手方に頼んでおきましょう。いざという時誰に頼

めば良いかを家族で確認し、話し合うことが重要です。 
   

 

     災害の影響で、地域の指定避難所が機能していない可能性もあります。避難所や自宅以外の集

合場所も、家族と話し合って決めておきましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に家族がどの様な状況に陥るか、家

族と合流できるかどうか想像してみるワークで

す。チェックを付け、同時にその項目への対処

をする為に話し合ってみてください。 

P.P.P.P.１４１４１４１４    

ワーク⑧ワーク⑧ワーク⑧ワーク⑧ 

○○の普段の１日の行動を知っていますか？○○の普段の１日の行動を知っていますか？○○の普段の１日の行動を知っていますか？○○の普段の１日の行動を知っていますか？    

いつも自宅にいる家族はいますか？いつも自宅にいる家族はいますか？いつも自宅にいる家族はいますか？いつも自宅にいる家族はいますか？    

○○○○○○○○は普段、交通機関が動かなくても歩いて帰れる距離にいますか？は普段、交通機関が動かなくても歩いて帰れる距離にいますか？は普段、交通機関が動かなくても歩いて帰れる距離にいますか？は普段、交通機関が動かなくても歩いて帰れる距離にいますか？    

災害時、自宅に１人しかいない場合、どうすれば良いか決めていますか？災害時、自宅に１人しかいない場合、どうすれば良いか決めていますか？災害時、自宅に１人しかいない場合、どうすれば良いか決めていますか？災害時、自宅に１人しかいない場合、どうすれば良いか決めていますか？    

家族以外で近所に頼れる人はいますか？家族以外で近所に頼れる人はいますか？家族以外で近所に頼れる人はいますか？家族以外で近所に頼れる人はいますか？    

自宅・避難所以外の集合場所は決まっていますか？自宅・避難所以外の集合場所は決まっていますか？自宅・避難所以外の集合場所は決まっていますか？自宅・避難所以外の集合場所は決まっていますか？    

ワーク⑧⑨を参考に、災害時の行動につい

て話し合い、まとめておくワークです。必ず家族

全員で考え、様々なパターンを想定しながら行

いましょう。 

P.P.P.P.１４１４１４１４    

ワーク⑨ワーク⑨ワーク⑨ワーク⑨ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

解説 

「わたしたちの避難場所」 

地域の指定避難所の場所や、災害時に関わ

ってくる自宅周辺の様子、機能等について考え

るワークです。地図上で確認した後、実際に周

辺を歩き確認してみることが重要です。 

P.P.P.P.１５１５１５１５    

ワーク⑩ワーク⑩ワーク⑩ワーク⑩ 

 

災害時に関連する各場所、機能等を実

際に歩きチェック、又は地図上でチェック

しておきましょう。 

特に危険な場所についてお子さんに理

解してもらうことが重要です。普段よく利

用する道（通学路等）を中心に、地震発生

時や避難時の状態を想像します。災害

時、危険な場所には近づかない、その道

を使用しないことを確認してください。 

 

インターネット等を利用し、自宅周辺の

地図を用意し、貼り付けましょう。 

参考ＵＲＬ 

Google マップ 

http://maps.google.co.jp/ 

Yahoo!ロコ 

http://maps.loco.yahoo.co.jp/ 

Mapion 

http://www.mapion.co.jp/ 



    

    

    

災害時に役立つ各種機能災害時に役立つ各種機能災害時に役立つ各種機能災害時に役立つ各種機能の補足説明の補足説明の補足説明の補足説明    

    

防災資機材倉庫…自主防災組織が災害時に、情報伝達、消火・救出・救護活動、避難誘導などの活動

を行うための資機材がしまってある倉庫。バール、のこぎり、スコップ、ロープ、油圧ジ

ャッキ、消火器、バケツ、担架、救急セット、携帯型拡声器、土嚢、防塵マスク等、様々

な種類の資機材が置いてある場合が多い。 

 

 

消火栓……………消火活動に必要な水を供給する為の設備。消防水利として公設

の水道に設けられ、主に消防隊が用いる物と、消防法等により

建築物などの消防設備として設置を義務付けられ、主に一般人

や自衛消防隊が用いる物の二種がある。 

 

 

防火水槽…………消火栓が使用できなくなった場合に備え、地下に消

火用の水をためた水槽。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

ポイントポイントポイントポイント    

 

基本的には自宅又は指定避難所を家族

の集合場所とする良いですが、災害発生

直後にはその両方が使用できない場合も

あります。その為、自宅と指定避難所以

外の集合場所も決め、チェックしておき

ましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説 

「避難所生活でわたしたちができること」 

避難所生活において、小学生が出来る行動

について考えるワークです。 

P.19P.19P.19P.19－－－－20202020    

ワークワークワークワーク⑪⑪⑪⑪ 

 

各項目について、お子さんが自分でも出来る、やりた

いという共助活動を吹き出しに記入します。保護者の方

は、その行動によって誰が助かるのか、どんな効果があ

るのかを考え、お子さんにコメントしてあげてください。 



 

 

 避難所は、避難してきた人たちの安全と安心の場であることを目的としています。同時にそこで

生活する人々が自ら助け合い、励まし合いながら復興へと進んでいくための場所でもあります。東

日本大震災の避難所生活において、小学生の自発的な活動が多くみられた様に、個人個人が避

難所生活のためにできることは沢山あるはずです。その場の一員として何が出来るのか考え、話

し合ってみてください。また、このワークにおいて一定の答えは設けていません。 

 

子どもたちが、自分と家族以外の人に目を向けてみることがこのワークのポイントです。子どもたちが、自分と家族以外の人に目を向けてみることがこのワークのポイントです。子どもたちが、自分と家族以外の人に目を向けてみることがこのワークのポイントです。子どもたちが、自分と家族以外の人に目を向けてみることがこのワークのポイントです。    

どんなどんなどんなどんなに小さなことでも構わないので、一緒に考えてみてください。に小さなことでも構わないので、一緒に考えてみてください。に小さなことでも構わないので、一緒に考えてみてください。に小さなことでも構わないので、一緒に考えてみてください。    

 

 

以下の例は、２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災の避難所生活において、実際に小学

生が行った活動の一部です。この例を参考に、お子さんにどの様なことが出来るのかアドバイスし

てあげてください。 

 

 

 

東日本大震災における実際の小学生の活動東日本大震災における実際の小学生の活動東日本大震災における実際の小学生の活動東日本大震災における実際の小学生の活動    

小学生がバス課長！ 

 避難所で生活する小学５年生の男の子は、避難所でバスの到着を知らせたり、手書

きの時刻表を作ったりと、避難所生活のために活動を行いました。見様見真似で覚え

た手振りでバスの誘導も行い、１日の業務を振り返る業務日誌まで自らで書いていま

した。誰かに頼まれたわけではなく、大好きなバス会社の仕事を真似することで、避難

所の中で少しでも役に立ちたいという思いがあった様です。バスの運転手や避難所で

生活する人々は、彼の活動によって楽しい気持ちになり、自分たちも何かしなくては、

という思いが掻き立てられました。子どもたちが好きなことを避難所生活のために活か

していくこともできるのです。 
 

感謝の気持ちを表現する！ 

    避難所の掲示板に「たきだしありがとう！」などとボランティアや避難所運営委員の

方々に感謝の気持ちを示していました。子ども同士で話し合い、感謝の気持ちを表し

たいと思ったことから行った活動でした。これを見て心が温まった人も多くいたようです。

この様なちょっとした活動も、避難所生活ではとても大切なことなのでしょう。 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答・解説 

「気持ちよく生活するために」 

避難所生活における具体的な問題点につい

て知り、その解決方法を考えるワークです。共

同生活について知っていきます。 

P.21P.21P.21P.21－－－－22222222    

ワーク⑫ワーク⑫ワーク⑫ワーク⑫ 

 
絵の中から避難所生活におけ

る問題点を探し出し、下の表に記

入します。避難所生活において、

どのような立場の人たちがいるの

かを知り、色々な人々との共同生

活について考えます。 

身近な人に例えて考えていくと

分かりやすいことをアドバイスして

あげてください。 

例：「山田さん家の赤ちゃんが泣

いていて困っているみたい。」等 



 

 

 

 

 

 

 

  

電話室をつくる        

電話による音のトラブルを 

避けるために、電話室を 

つくってみましょう。 

喫煙場所をつくる       

子どもや嫌煙家のひとのた

めにも、屋上などに喫煙場

所をつくってみましょう。 

更衣室をつくる        

安心して着替えるための更

衣室をつくってみましょう。 

間仕切りによる更衣スペー

スも有効的です。 

育児室をつくる        

音のトラブルを避けたり、安

心して授乳をするために育

児室をつくってみましょう。 

食堂をつくる         

室内の衛生面を考え、 

食堂をつくってみましょう。 

ゴミ捨て場も必要です。 

物干し場をつくる       

日当たりの良い場所に洗濯

物を干せるようにしてみまし

ょう。女性のための物干し

場があると更に良いです。 

通路をつくる         

無理なく室内を歩けるよう 

に通路をつくってみましょ

う。 

飲酒場所を決める       

飲酒によるトラブルを避ける

るために、飲酒場所を決め

てみましょう。 

ここでは機能ごとの部屋をつくることを中心に説明しましたが、必ずしもここでは機能ごとの部屋をつくることを中心に説明しましたが、必ずしもここでは機能ごとの部屋をつくることを中心に説明しましたが、必ずしもここでは機能ごとの部屋をつくることを中心に説明しましたが、必ずしも

答えは１つではありません。避難所で生活する人たちで話し合い、より良答えは１つではありません。避難所で生活する人たちで話し合い、より良答えは１つではありません。避難所で生活する人たちで話し合い、より良答えは１つではありません。避難所で生活する人たちで話し合い、より良

い解決方法を見つけ出すことが重要です。い解決方法を見つけ出すことが重要です。い解決方法を見つけ出すことが重要です。い解決方法を見つけ出すことが重要です。    

「わたしたちの避難所生活」のまとめです。ワー

ク⑪⑫を参考に、避難所生活のためにできるこ

とを更に考え、まとめます。 

P.23P.23P.23P.23    

ワーク⑬ワーク⑬ワーク⑬ワーク⑬ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族といっしょに防災ワークブック」は無料でダウンロードすることができます。 

ご使用の際は、こちら（hiralab@fc.jwu.ac.jp）にメールをお送りください。 

 

ワークブックのご使用にあたり、データやプリントアウトしたものを 

無断で配布することを禁止いたします。 

著作権は放棄しておりません。 
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